
蝶屋地区 

組織名称 蝶屋まちづくり協議会 

地区の概要 

※令和３年 12 月末

住民基本台帳 

集落数 １３町会 人 口 5,675 人 

高齢化率 2３.７％ 
人口増減率 

(H17→R2 の 15 年間) 
▲5.0％ 

組織の状況 

① 役 員  

会 長：前蝶屋校下区長会 会長  

副会長：地区社会福祉協議会副会長・校下区長会副会長 

監 事：蝶屋健老会 

事務局：公民館長 

② 構成団体 

校下区会長会、小学校育成会、公民館、老人会、体育協会、桜守の会 

地区社協、各町内会、消防分団、防犯協会、見守り隊など２７団体 

③  組織構成（部会制） 

防災・防犯、健康・福祉、教養・文化、環境美化（名称変更済） 

令和３年度の活動 
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     ７月 

    

     ８月 

    

９月 
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    １１月 

R4    ３月 

 

 

 

 

 

                    

広報「新しいまちづくり」の発行（全戸配布） 

各町会代議員の選出と決定（地区区長会との打ち合わせ） 

第５回設立準備会（規約、組織案の最終決定） 

蝶屋まちづくり協議会設立総会（本組織の設立総会） 

規約、役員、組織構成、試行運用事業・予算の承認 

部会員の募集 

広報「蝶屋まちづくりだより」第１号発行 

防災・防犯部会の立ち上げ会議と説明会 

健康・福祉、教養・文化両部会の説明会 

環境美化部会の立ち上げ会議と説明会 

美化部会による“さくら祭り”とアプリコットパーク 芝桜

植栽事業（芝桜苗５００株移植）の実施 

健康福祉部会の立ち上げ会議と説明会 

防犯分科会の立ち上げ会議 

各町防災意識調査結果   

次年度事業計画と予算作成、申請 

 

令和４年度の活動 

     ４月 

 

 

 

 

 

 

教養・文化部会立ち上げ会議と説明会 

防災講演会講演：「令和３年美川地区大規模火災について」 

美川消防署職員による講演、火災の実際についての研修会） 

アプリコットパーク ナデシコ植栽事業（ナデシコ６００株） 

広報「蝶屋まちづくりだより」第２号発行 

各町への本年度の地区スポーツ大会と敬老会など地区行事 

の開催についてアンケートの実施。 



 

 

 

 

令和４年度の活動 

５月 

６月 

７月 

 

 

 

 

 

広報「蝶屋まちづくりだより」第３号発行 

広報「蝶屋まちづくりだより」第４号発行 

教養文化部会主催、第１４回蝶屋地区夏祭り開催 

コロナ対策で規模縮小、飲食禁止、 

環境美化部会 アプリコット植栽植物の育成活動 

除草、水やり活動 

 

 

 

 

 

令和４年度の活動 

（予定） 

８月 

９月 

 

 

１０月 

 

１１月 

  

 

R５   １月 

 

３月 

 

環境美化部会、各町の環境調査 

環境美化部会、海岸のプラスチックごみの実態調査 

防災部分科会、校下区長会への自主防災組織作り提言 

健康福祉部会、地区敬老会の開催 

健康福祉部会 地区体育大会開催 

防災防犯部会 防災分科会 地区防災訓練の実施 

環境美化部会、河川へのポイ捨てゴミの調査 

教養文化部会、地区文化祭の開催 

環境美化部会、通学路落ち葉清掃活動の開催 

各町、新任公民館役員への“協働のまちづくり”説明会と各

部会の開催、活動説明 

桜祭りの開催 

 

組織運営・活動の

成 果 

・防災防犯の部会活動により、住民自らで防災について取り組み、資料も取り

寄せながら勉強しており、関心のアップとともに防災組織作りなど、まちづ

くり活動に具体性が出てきた。 

・各部会において、それぞれの分野での地域課題がほりおこされ、対策につい

て話し合い、考える体制ができつつある。 

・各町の町内会役員や子ども会役員に協議会に参加、活動頂くことにより、若

い人や、女性の参加率が大幅にアップし、広く意見が集まるようになった。 

・若者や女性の参加が増えたことによりで地区行事等に新しい発想、アイデア

の取り入れが出来るようになった。 

組織運営・活動の

課 題 

・モデル地区として、まちづくりと生涯学習の継続の両立を目指し活動中であ

るが、現状、生涯学習事業の再開が進む中。公民館の業務量が増え負担が大

きくなっているので、この解消が課題である。 

・まちづくりについて一般の方の認識がまだ低い、”まちづくり便り”等の広

報活動は行っているが、HP の立ち上げなどでの新しい広報活動を図りたい。 

・ボランティア活動に対する拒否反応がある。仕事や、子育てに追われている

ことも有るが、住民意識のこの辺の解消が課題である。 

 

 

 






